




Abstract: Understanding of reading comprehension is related to linguistic elements 
such as vocabulary, grammar, the individual’s cognitive elements. However, the 
difficulty of vocabulary in the text and troublesomeness to look up many unknown 
words can be seen as primary factors for a learners. Therefore, in order to see the 
awareness of vocabulary for learners, the following points were examined in this 
paper. 1) Comparison of vocabulary of a list created by extracting unknown words 
from a Japanese text to the Japanese Language Proficiency Test vocabulary list. 2) 
Learners’ selection of vocabulary from the list they want to remember and creation of 
sentences. From this, the following two tendencies were seen. 1) Learners were not 
necessarily aware that all unknown vocabulary in Japanese text were unknown words. 
2) Passive vocabulary and active vocabulary differs with each learner. From the above, 
it is thought not necessary to cover all the unknown vocabulary of the text in a reading 
comprehension class, but the instruction of the minimum amount of vocabulary 
essential for understanding the content of the text, and studying individually 












































































記入した語彙は、日本語能力試験 2のどの級に当たるかを表 1、表 2に示す。
表 1　授業ごとに J5 レベル学習者が未知と判断した語彙数と対応する日本語能力試験の級 6
第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回 合計語彙数 割合 (%)
級外 17 29 25 19 20 110 44.0
1級 5 6 8 9 8 36 14.4
2級 16 10 20 16 20 82 32.8
3級 4 1 8 3 3 19 7.6
4級 2 1 - - - 3 1.2
計 44 47 61 47 51 250 100.0
表 2　授業ごとに J6 レベル学習者が未知と判断した語彙数と対応する日本語能力試験の級 
第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回 合計語彙数 割合 (%)
級外 30 20 29 23 15 117 46.6
1級 11 16 10 15 14 66 26.3
2級 11 14 14 9 12 60 23.9
3級 5 1 - 1 1 8 3.2
4級 - - - - - 0 0
計 57 51 53 48 42 251 100.0






















熟読（1） 5 4 級外
収容人員（1） 5 5 級外
封筒（1） 6 5 4級
片道（2） 5 5 2級
身障者（2） 5 4 級外
削り取る（2） 6 4 級外
求める（2） 5 4 級外
索引（3） 7 4 2級
活躍（3） 5 3 2級
祝う（5） 5 4 3級
流暢さ（5） 5 3 級外







素早い（1） 5 5 1級
低迷（2） 8 5 級外
ひときわ（2） 7 4 級外
最先端（2） 5 1 級外
奉仕（2） 8 4 1級
寛容（4） 8 7 1級
海賊版（4） 5 3 級外
面食らう（4） 8 6 級外
干渉する（4） 9 6 1級














の学習者が未知と判断した表 3の 12語の日本語能力試験のレベルの内訳は、級外が 7語、1

















































































































1） 初級である J0レベル～ J3レベルは、「読む・書く・聞く・話す」の 4技能統合の授業を行っている。
2） シートは、国際交流基金 (2006)を参考に作成した。＜参考資料１＞を参照。
3） 学習者の作成したリストは＜参考資料 2～ 5＞を参照。
4） 語彙リストの裏面はテキストにある漢字のリスト作成を任意でさせた。＜参考資料 3＞を参照。
5） 日本語能力試験は日本語を母語としない人たちの日本語能力を測定し認定する試験である。2009年
までは上級である 1級から初級の 4級までの 4つのレベルに分かれていたが、2010年に N1～ N5の
5段階のレベルに改定された。詳しくは日本語能力試験サイトを参照。
6） 語彙の日本語能力試験の級レベル判定は「日本語読解学習支援システム　リーディングチュウ太」を
使用した。
7） 日本語能力試験サイトより引用。
8） 学生が作成した短文は＜参考資料 6、7＞を参照。
